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寒い中、「フェミブリッジ北九州」開催寒い中、「フェミブリッジ北九州」開催

党派超え90名が訴え党派超え90名が訴え
　1月11日14時から15時、小倉駅前（小倉城口ペデストリアンデッキ）
において、「フェミブリッジ北九州」を開催しました。当日は、大寒波の天
気予報で、開催をどうするか迷いましたが、当日12時の時点で判断するこ
ととし、「寒い中でも実施する」ことを基本に取り組みました。
　ど派手な衣装で有名な北九州の「成人のつどい」が近くで行われた関係で、
晴れ着姿の若者が多く行きかう中での宣伝行動となりました。寒い中でした
が、フェミブリッジアクションの間は、雪も降らず、写真撮影の直後に雪が
舞いました。参加者は90名を超えており、100名と発表しました。
　北九州市の女性市議会議員が、立憲民主党二人、共産党一人、無所属議
員（メッセージ）一人参加したほか、社民党からもスピーチ。様々な運動に
取り組んでいる方の発言は、インタビュー形式で、ライブ感を出して行いま
した。①福岡パレスチナの会　共同代表　②築城基地の米軍基地化を許さな
い京築住民会議　事務局長　③主権者教育をすすめる会　④DVサバイバー　
⑤片山純子さん（市民連合ふくおか事務局長、フェミブリッジ呼びかけ人）
が発言アピールしました。
　道行く人に、何をしてるのか、だれが話しているのか、わかるように「め
くり」とパネルを置きました。時間の関係などで、予定のスピーチ、メッセー
ジを一部割愛しました。通りがかりの17歳の女性が横断幕に興味を示し、
カンパをしてくれて、最後まで参加するなど、うれしい反応がありました。 

（高瀬さんからの報告）

講演する南彰さん

「若松革新懇」　総会・学習会を開催

仲間増やし、政治を変えよう
　1月24日（土）、若松革新懇が総会と医
療問題の学習会を開きました。参加者30名
で満席となりました。
　総会では、三輪幸子さん（世話人）が、若
松革新懇の1981年結成から今日までの活
動の歴史を報告し、会員とニュ－ス読者を増
やそうと呼びかけました。医療問題の学習会
（喜田とき子さん講師）では、70年代以降の医療制度改悪の結果起きている
現状を語り、自民党のアメリカ言いなり・大企業優先の政治が、医療費を削
るために、いかに国民に負担を押し付けてきたかがよくわかりました。
　突然の解散・総選挙となりましたから、それこそ突然に、お二人が会場に
現れました。田村貴昭さんと山田ひろとしさんです。田村さんは「ぜひ国会
に戻って危険な高市政権を追及させてほしい」と力を込めて訴えられました。

平和をあきらめない北九州ネットが第11回総会

新たな運動方針を提案、実践へ新たな運動方針を提案、実践へ
　1月31日、平和ネットが第11回総会・記念講演を開催しました。約50人が
参加しました。
　総会では、以下の提案が承認されました。

第1に、2025年の情勢と活動の総括
第2に、2026年の運動方針案
1.憲法無視の戦争する国家への歩みを止める
2.九州、沖縄を中心に進む軍拡の動きに反対する市民運動を広める
3.毎月19日の定例街頭宣伝を引き続き実施、充実させていく
4.北九州における市民連合をどのようにつくっていくか、検討する

　記念講演は、琉球新報記者の南顕さんが「戦わない覚悟ー九州・沖縄の軍事基地
化と抗うー」と題して話されました。
　「戦争する勢力は、この九州・沖縄で、対中国封じ込め作戦を展開しており、戦
争になったら、この地に住む人たちが一番先に戦争の犠牲になる。戦争政策に断固
反対すること。そのために地域での共闘を草の根で作って行きましょう」と呼びか
けられました。

「聞こえの悩み」は認知症の一歩かも?「聞こえの悩み」は認知症の一歩かも?
若松連絡会が出前講演と学習会

　１月18日、若松連絡会は、「補聴器購入に助成制度」を実現するために、
市の出前講演と学習・交流会を開催し、35人が参加しました。
　出前講演は、市保健福祉局地域リハビリテーション推進課の言語聴覚士・
宮下祐一氏が行いました。
　宮下氏は、①「聞こえ」の基礎知識。②補聴器の種類と特徴。③難聴の予
防と対策について、解りやすい講演をしてくれました。
続いて、「補聴器助成の会」の石田康高代表委員が、①昨年２月23日に「会」
を結成してからの運動の経過。②個人署名１１，３９７筆、団体署名（耳鼻
咽喉科医院が中心）２８団体を議会に提出したが、継続審査となり、今年２
月の議員任期満了で廃案になった。③難聴が認知症の最大要因に。④自治体
の補助制度は５４９自治体に、４年間で１５倍に広がった。⑤必ず実現する
ために第二次の署名運動を行い、６月市議会に提出すると報告、提案しまし
た。
　続いて、給食無償化の会の宮崎氏から、運動の到達と成果について報告が
あり、意見交換を行い、「補聴器」も「給食」も実現するために、第一次署
名を上回る運動を行おうと、決意を固め合いました。
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福島原発事故から15年
さよなら原発！3.8北九州集会

九州玄海訴訟は年内判決へ
　福島原発事故から15年となった2026年。さ
よなら原発！北九州集会が3月8日㈰午後、小倉
北区の勝山公園（市立中央図書館横）で開催され、
市内の労働組合や民主団体から約500人が参加し
ました。集会後、「原発の延命許すな」とシュプレ
ヒコールをあげて、区内をデモ行進しました。北
九州集会実行委員会が主催。
　基調講演で、深江守・実行委員会代表世話人は「ゴ
ミの出口を塞げば原発は止まる！」、鹿児島県・川
内原発風下の町・いちき串木野市の江藤拓郎さん
が、それぞれ情勢報告と、原発を止めるための連
帯の挨拶を行いました。
市内各団体からの報告もあり、グリーンコープ生
協、全日本港湾労働組合九州地方関門支部青年部、
エフコープ生協がそれぞれ訴えました。原告が1
万人を超えた九州玄海訴訟の弁護団、池上游弁護
士は公判の到達点を報告し、今年秋ごろに結審し
年内判決の見通しを示しました。
　最後に、全国各地で原発再稼働が進み「原発列島」
が再現されていること、原発事故の国の責任を否
定した最高裁判決が示す「司法の劣化」などを追
及し、闘い続けることを明記した集会宣言を採択
しました。

市民の暮らしから考える令和8年度予算

〝市民生活の実感と一致しない〟
― 市政懇談会を開催 ―日本共産党北九州市会議員団

　日本共産党北九州市会議員団は、2月23日（月・祝）、北九州市立男女共
同参画センター・ムーブ5階大セミナールームにて、市政懇談会を開催しま
した。11団体76名の皆さまにご参加いただき、14時から約2時間にわたり、
令和8年度予算案を中心に市政の現状と課題について報告と意見交換を行い
ました。
　市は今回の予算を「過去最大規模」としています。しかし、懇談会でまず
確認したのは、予算の規模と市民生活の実感は必ずしも一致しないという点
です。
　医療費や介護費などの自然増によって総額は拡大していますが、物価高が

続く中で、国民健康保険料や介護保険料、子育て世帯の負担が軽くなったと
いう実感は広がっていません。市税収入が増える一方で、その増収分が市民
の負担軽減に十分還元されているとは言い難い状況です。
　人口問題も大きな論点となりました。北九州市の人口は減少が続き、高齢
化率も3割を超えています。市は「転入超過」を成果として強調しますが、
全体として人口減少に歯止めがかかっているとは言えません。参加者からは、
「若い世代が安心して働き、子育てできる環境づくりこそが必要ではないか」
という声が相次ぎました。人口は結果であり、仕事・賃金、住まい、医療・
介護といった暮らしの条件が整ってこそ定着につながるという点で、参加者
の認識は一致しました。
　また、予算の中身を見ると、大型開発や再開発関連の支出が続く一方、市
営住宅の住環境改善や中小企業への直接支援、保育・介護現場の処遇改善など、
生活に直結する分野は十分とは言えない現状が浮かび上がりました。「成長」
と「暮らし」をどう両立させるのか、優先順位をどう考えるのかが問われて
います。
　質疑応答では、国保料、介護保険料、防災対策、補聴器助成、保育士不足など、
現場からの具体的な課題が数多く出されました。どの意見にも共通していた
のは、「安心して住み続けられる北九州にしてほしい」という思いです。
　日本共産党北九州市会議員団は、こうした市民の声を力に、暮らしを支える
予算への転換を引き続き求めてまいります。大型開発優先から暮らし優先へ、
成長一辺倒から生活を守る市政へ――。今後も市民の皆さまとともに、市政
を前に進める取り組みを続けていきます。
　ご参加くださった皆さま、日頃よりご支援いただいている皆さまに心より
感謝申し上げます。

参加
案内


